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BPlでは,ビジネスプロセ

ス鳥観図として,既存システ

ムや市販パッケージ,ERPな

どさまざまなアプリケーショ

ン群を,連携部品を介してつ

なげる｡

ネットワークビジネスの発展とともに,生産者から消費者までのサプライチェーンを有機的に結合し,環境変化に條敏に対

応することが求められている｡SCM(SupplyChainManagement)やCRM(CustomerRelatio=ShipManagement)はこのような背

景の下に生まれた経営手法であり,それらを実現するための各種計画系パッケージが開発されている｡言十画系パッケージの適

用では,(1)サプライチェーンを構成するビジネスプロセスの全体最適化設計と,(2)現場の業務システムとの連携処理の開

発が必要となり,その工数がきわめて大きい｡

日立製作所は,計画系パッケージの適用で問題となるシステム生産性の向上の解決策として,ビジネスプロセスのパターン

化設計技術とEAl(EnterpriseApplicationlntegration)技術を融合した｢BPl(BusinessProsess-BasedApplicatio=】=tegration)ソリ

ューション+を提案する｡このソリューションの適用により,所望のシステムを短納手札低工数,高信頼で開発し,しかも,段
階的に拡張することができる｡

はじめに

インターネット技術がビジネスの形態を人幅に変えて

いる｡全世界に張り巡らされたネットワークにより,さ

まざまなビジネス情報が,だれでも,いつでも,どこで

も共有できるようになった｡その結果,従来の企業や部

門の壁を前提にしたビジネスプロセスを,オープンなア

ーキテクチ17に再構築したいというニーズが高まってい

る｡一一ノ∴ マーケットの状況も劇的に変化している｡ネ

ットワークを介して瞬時に製品情報が交換され,グロー

バルな規模で販売品争が行われている｡この結果,新製

品の立ち上がりから成熟,衰退までのライフサイクルが

極端に短くなり,マーケットの変化に俊敏に対応できる

ビジネスプロセスの構築が急務となっている1'｡

このような背景から,生産者から消費者までを有機的

に結び,調達,製造,配送,販売の業務群を統合管理す

るSCM(Supply Chain Management)やCRM(Customer

Relationship Management)が注口されている｡そして,
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これらの経営手法を支援する有力なツールとして,SCP

(Supply Chain Planning)やOLAP(Online Analytical

Processing)ツールなどの計画系パッケージが開発され

た㌔計画系パッケージは,サプライチェーンを構成する

ビジネスプロセスの全体最適化をねらったものであるこ

とから,その適用にあたっては,ビジネスプロセス構造

の再設計が必要となる｡また,現場のオペレーション情

報の人手や計匝i結果のフィードバックのために,個々の

業務システムとの連携処理を開発する必安がある｡さら

に,前述したようなビジネス形態の変化に追従して,ビ

ジネスプロセスを随時成長させていくことが必要となる｡

以_Lの設計と開発に要する工数は,一般に,きわめて大

きなものとなる｡

ここでは,計画系パッケージの典型例としてSCPを取

り上げ,その適用で問題となるシステム生産性の向上の

解決策として,ビジネスプロセスのパターン化設計技術

とEAI(Enterprise ApplicationIntegration)技術を融合

した｢Ⅰ∃PI(Business Process-Based Application

Integration)ソリューション+について述べる｡

計画系パッケージ適用の課題

製品需要が比較的安定した環境‾卜の生産システムで

は,販売,調達,製造という個別業務内で部分的な最適

化を行い,その結果を積み_r二げてバッチ処理的に全体計

画を策定すれば十分であった｡近年,そのような業務形

態では急激な環境変化に対応することが難しくなり,業

務どうしをトランザクション処坪的に何期させることが

必要となった｡SCPはこのような背景の下で開発された

計画系パッケージであり,高速計画エンジンを駆使する

ことにより,販売側の需要量と調達･製造側の供給能力

の調整を正確かつ短時間に行う｡これにより,外部環境

や企業内部の状況変化に応じてこまめに計画を再設定

し,サプライチェーン全体として最適なアクションをと

ることができる｡ただし,そのためには,販売,調達,

在庫,生産に関するリアルタイムの管理情報を人手する

とともに,計画紡果を現場に迅速にフィードバックしな

ければならない｡つ

したがって,SCPの適用で中心となるのは,以下に示

す設計と開発作業をいかに効率よく行うかという生産性

の問題である｡

(1)ビジネスプロセス設計の問題:サプライチェーンを

構成する各業務がSCPを介して互いに同期するように,

ビジネスプロセスを再設計する｡
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(2)業務連携処理開発のf臼J題:SCPが担う計画系と,既

存の基幹システムやERP(Enterprise Resource Plan-

ning)パッケージが担う実行系との連携機能を新たに設計

する｡

上記(1)のビジネスプロセス設計の問題に対する解決

策は,SCPベンダーやSI(SystemIntegration)ベンダー,

コンサルティングファームなどにより,レファレンスモ

デルという形態で提案されている:i)｡レファレンスモデル

とは,過去のSCP適用事例に基づいて開発された推奨モ

デルであり,･般に,ビジネス プロセス モデルとデー

タモデルで構成する｡レファレンスモデルを手本とする

ことにより,ゼロベースで行うよりも低∫数で業務設計

を行うことをねらいとしている｡しかし,現実には,ユ

ーザーごとに業務の目的や制約条件が異なるため,レファ

レンスモデルと実業務との間で妥協一たを見いだすアプロー

チをとる｡すなわち,レファレンスモデルに合わせて実

業務を変更するか,実業務に合わせてレファレンスモデ

ルをカスタマイズする｡この調整作業には,実業務の変

史権限を持つ業務責任者と,レファレンスモデルのカス

タマイズ権限を持つシステム開発責任者,およびSCP適

用経験が豊富なコンサルタントの三者による十分な議論

が必要となる｡通常,このような優秀な人材はきわめて

多忙であるため,調整作業がSCP適用のボトルネックと

なり,プロジェクト期間が長期化することが多い｡

前記(2)の業務連携処理開発の問題に対する解決策は,

近年,EAI技術として提案されている-‖｡EAIは,稼動

環境やプログラミング言語,運用方法などが異なる複数

のアプリケーションを連携しでl青報を共有する情報技術

であり,その連携形態により,｢メッセージ連携+と｢デ

ータ連携+に分類できる｡メッセージ連携EAIはアプリケ

ーション間でメッセージ形式の情報授受を行うものであ

F),外部チャネルと某幹システムをオンラインリアルタ

イムで連携する仕掛けである｡通常,メッセージブロー

カと呼ばれるミドルウェアを利用する｡一方,データ連

携はデータベースを介して情報授受を行うものであり,

異なる部門の基幹システムどうしをバッチ処理で連携す

る仕掛けである｡これには,ETL(Extract Transform

Loader)と呼ばれるミドルウェアを利用する5〉｡これらの

連携機能を利用することにより,連携処理プログラムの

開発l二致をある程度削減できる｡しかし,サプライチェ

ーンを構成する各業務がSCPを介して‾百1､に同期するシ

ステムは,単にアプリケーションどうしをつなぐ連携処

理プログラムだけでは実現できない｡ビジネスプロセス
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卜で各業務システムの開始と完了を監視し,それに応じ

て連携処理プログラムを起動する,いわゆる,業務実行

管理機能を開発する必要がある｡しかも,通常,業務ご

とにその処理単位が異なるため,業務から業務に遷移す

る際にトランザクションの分割や統合を行うことが必要

となる｡このような複雑な管坪プログラムを自作する場

合,その工数はきわめて人きく,保守性も低‾卜する｡

以卜に述べたビジネスプロセス設計と業務連携処理開

発の問題を解決し,SCP適用時のシステム生産性を向上

するソリューションについて次章で述べる｡

BPlソリューション

この事では,ビジネスプロセス設計の糊題に対して

ビジネスプロセスのパターン化方式を提案し,業務連携

処理開発の問題に対してワークフロー技術とEAI技術を

融合したビジネスプロセスベースのEAI方式について述

べる｡

3.1ビジネスプロセスのパターン化方式

レファレンスモデルと実業務の調整に時間を要するの

は,レファレンスモデルが,企業の規則や組織,資源に

依イfする詳細仕様まで規定しているからである｡SCPを

適用するためには,全面的なBPR(BusinessProcessRe-

engineering)は必要ない｡SCPによってどのような問題

を解決するかというソリューションパターンをあらかじ

め想定しておき,そのための業務間の最低限の順序関係

を定めればよい｡これを,SCMソリューションのための

｢Ⅰ∃P(BusinessProcess)テンプレート+と呼ぶ｡BPテンプ

レートでは,SCPを適用して解決する問題の依頼者と実行

者の間のインタラクションで生ずる状態遷移だけを規定

し,問題の分割と第三者への委託によって生ずる付加的

なビジネスプロセスは個々の運用に任せるようにする｡

例として,部品調達ソリューションのBPテンプレート

について以下に述べる｡このソリューションは,日立製

作所の高速MRP(MaterialRequirementPlanning)ソフ

トウェア"SCPLAN”を中心に,部品調達業務で以卜の課

題を実現する｡

(1)販売計画と直結した生産計画

(2)受注状況に応じた迅速な計画調整

SCPLANは,基準生産計画を人力し,部品所要量,

すなわち,どの部品がいつ,どれだけ必要かを高速に計

算するSCPの一種である｡SCPLANを適用することによ

り,これまで経験と勘に頼っていた生産計画や計画調整

などの業務を,正確かつ迅速に実施することができる｡

(1)生産計画(定期)

◎一 需要提示 供給調整
SCPLAN

出荷計画

注文残

(2)計画調整(随時)

○ 変更依頼

生産計画

調達計画

罷､､.
供給調整

SCPしAN

出荷計画

需要調整

SCPLAN

調達計画

計画確定

生産計画

変更確定

生産計画

図1部品調達ソリューションのBPテンプレート

SCPのソリューションパターンを想定し,業務問の最低限の順

序関係を規定する｡

上占己の課題(1)と(2)のBPテンプレートを図1に示す｡

図1の(1)は,向こう数か月の基本生産計画を策定する

ビジネスプロセスを示す｡このBPテンプレートでの依頼

者は営業部門であり,策定者は製造部門である｡営業部

門と製造部門の間のインタラクションにより,一連のタ

スクが決まる｡すなわち,(1)生産計画依頼のための需

要提示(営業),(2)実行性確認のための供給調整(製

造),(3)需要と供給に基づく生産計画(製造),および

(4)計画結果の確定(営業)という基本的な四つのタスク

で構成する｡これらのタスクのうち,供給調整タスクと

生産計画タスクでSCPLANを適用し,営業部門の需要量

と製造部門の供給能力を高速に調整する｡

図1の(2)は,H々のオペレーション業務で発生する生

産計画調整のビジネスプロセスを示す｡(1)のBPテンプ

レートと同様に,依頼者は営業部門,実行者は製造部門

であり,計画変更依頼,供給調整,需要調整,変更確定

の四つのタスクで構成する｡供給調整タスクと需要調整

タスクでSCPLANを適用し,顧客に対する納期回答を迅

速かつ止確に行えるようにする｡

このように,ソリューションの骨格となるビジネスプ

ロセスだけをBPテンプレートとして設定し,それに従っ

てSCPLANを適用する｡そして,BPテンプレートで規定

されていない部分は,実業務をそのまま組み込んで運用

する｡例えば,図1の(1)の生産計画プロセスの需要提示

タスクでは,当面は既存の販売計画システムを流用する｡

そのために,既存アプリケーションをそのまま変更する

ことなく組み込めるシステム連携機能を設ける｡これは,

膨大な工数と時間をかけて全体最適化をねらうよりは,

多少の不具合があっても,SCPを適用しながら段階的に
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業務の改善を行うほうがリスクが少なく,ビジネス上の

効果も大きいからである｡

3.2 ビジネスプロセスベースEAl方式

SCMソリューションでは,すでに述べたように,単に

EAI技術を適用してアプリケーションどうしをつなぐだ

けでは不十分である｡環境変化へ追従し,段階的拡張を

可能とするためには,アプリケーションからフロー依存

の特件を取り去らなければならない｡そのために,SCM

ソリューションの開発にワークフロー技術とEAI技術を

融合したシステムコンセプト"BPI”を活用する7-｡

BPIは,ビジネスプロセスをベースにEAIを実現する

ものであり,開発方法論,ワークフローミドル,および

アダプタの3要素で構成する｡図1で示すようなビジネス

プロセスを実現する場合は,タスク部分に既存アプリケ

⊥ションまたはSCPを組み込み,その実行順序をワーク

フローによって制御する｡通常のOAワークフローによ

るシステム開発との違いは,タスク部分に組み込むアプ

リケーションに･切手を加えない点である｡

そのために,時刻やデータ条件によるアプリケーショ

ン起動,アプリケーション完了検知などのアダプタを提

供している｡また,メインフレームやパッケージソフト

ウェアなどの異種アプリケーション間でデータ授受を行

うために,変換アダプタ(トランスフォーマ)も提供して

いる｡以上のワークフロー``workCoordinator''とアダプ

タは,CORBA(Common Object Request Broker

B円基盤(アプリケーション構築基盤"Cosminexus”にバンドル)

インテグレーションワークフロー

"WorkCoordinator”
開発支援

開始完了
ルール

アプリケーション
条件起動

ア7qr+ケーシ]ン
完了積知

データ変換
ル】ル

データ
変換 )

ビジネス

ロセス定義

アダプタ

各種テンプ
レート

アプリケーション群

言十算樵

プログラム

ビジネス

プロセス データベース

人間系

図2 BPl基盤

BPl基盤は,インテクレーションワークフローと各種アダプタ

で構成する｡
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Architecture)をベースとした口立製作所のアプリケーシ

ョン構築環境"Cosminexus Version3”にバンドルされて

いる(図2参照)｡

3.3 BPtソリューション

ソリューションとは,一般的に,業務課題を解決する

ための製品や知識,サービスをパターン化して商品とし

たもである｡BPIソリューションでは,すでに述べたよ

うに,SCPをはじめとする各種パッケージソフトウェア

を中心に,それを適用した問題解決方法をBPテンプレー

トとしてパターン化する｡また,BPテンプレート上の各

タスクで入出力する情報をモデル化し,データモデルテ

ンプレートとする(図3参照)｡

このように業務設計レベルの問題解決知識をパターン

化したうえで,システム設計テンプレートと実装部品を

充実させる｡これにより,これまでと比べて,システム

開発の生産牲と保勺シ性を格段に向上することをねらいと

してる｡

BPIソリューションの具体的なコンテンツを表1に示

す｡業務設計,システム設計,実装という各開発工程ご

とに,製品,知識,サービスという三つの形態でこれら

のコンテンツを提供する｡

システム開発手順

以上に述べたソリューションコンテンツを適用し,次の

手順に従って新しい業務システムを開発する(図4参照)｡

品目コード

引先コー

員数

納期

依頼部品

取引先コート

注文番号

品日コード

取引先コード

発注残数

調達計画

取引先

発注

注文残

生産計画

需要予測

製品

部品表

部品

入荷

製造番号

品日コード

員数

納期

品目コード

品目コード

親品目コード

員数

出庫

拠点コード

在庫 品目コード

在庫数

図3 業務テンプレートのデータモテリレ

BPテンプレート上の各タスクで入出力する情報をモデル化し,

データモデルテンプレートとする｡
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表1BPlソリューションのコンテンツ

システム開発の各工程ごとに,製品,知識,サービスを提供する｡

開発工程 製 品 知 識 サービス

業務設計 ●WorkCoordinator ●パッケージソフト

ウエア機能

●BPテン70レート

●データモテリレ

テンプレート

●業務改革

●プロセス設計

●データモデリング

システム設計 ●WorkCoordinato｢ ●標準AP構造 ●システム設計

●システムアーキクチャ●APインタフェース

●AP機能 設計

●AP設言十

実 装 ●アダプタ ●例題プログラム ●パッケージソフト

●パッケージソフトウェア ウェア導入

●WorkCoordinator ●AP開発

注:略語説明 AP(Application)

4.1 ステップ1:業務設計

(1)要件分析:新業務として実現する機能を決定する｡

この際,利用するSCPを選定し,その機能を鼓人限に活

用することを検討する｡

(2)ビジネスプロセス設計:BPテンプレートの各タスク

に,SCPか実業務のアプリケーション群を割り当て,新

業務が実現できることを確認する｡

(3)データモデル設計:データモデルテンプレートの各

実体に対して,実業務でのファイルやデータベース,メ

ッセージなどを割り当て,必要な情報が存在することを

確認する｡

BPテンプレートによって要求されたアプリケーション

群が存在しない場合は,必要に応じて新規に設計する｡

4.2 ステップ2:システム設計

(1)人肘力設計:SCPと実業務のアプリケーション群と

の間の入出力フローを設計する｡

(2)連携方式設計:BPテンプレートに従って,アプリケ

ーション群を起動したり,完了検知するためのアダプタ

の仕様を決定する｡

(3)データ変換方式設計:SCPの入州カファイル(デー

タモデルテンプレートとして記述)と実業務のファイル,

データベース,メッセージなどとの間の変換仕様を設計

する｡

4.3 ステップ3:実装

(1)アダプタ開発:上記のアダプタ仕様に従ったプログ

ラムを生成する｡

(2)システム実装:BPテンプレートをワークフローツール

で実装し,データモデルテンプレートをデータベースツール

で実装する｡さらに,SCPと実業務のアプリケーション群

業務設計

要件分析:新業務として実現する機能を決定する｡

ビジネスプロセス設計:BPテンプレートの各タスクに,アプリケーション群を
割り当てる｡

データモデル設計:データモデルテンプレートの各実体に対して.実業務での

ファイル,デ【夕べース,メッセージなどを割り当てる｡

システム設計

入出力設計:アプリケーション群間の入出力フローを設計する｡

連携方式設計:BPテンプレートに従ってアダプタ仕様を設計する｡

データ変換方式設計:SCPの入出力ファイルと実業務のファイル,データ

ベ【ス,メッセージなどとの間の変換仕様を設計する｡

実装

アダプタ開発:上記アダプタ仕様に従ったプログラムを生成する｡

システム実装:BPテンプレートをワークフローで実装し,データモデルをデータベ

ースで実装する｡さらに,SCPとAP群をアダプタで連携する｡

拡張

段階的拡張:BPテンプレートの各タスクに連携した実業務部分を.SCPを適用
しながら段階的に拡張する｡

図4 BPlソリューションの適用手順

ソリューションコンテンツを適用することにより,開発効率を

向上させることができる｡

を連携部品によって連携させる｡

4.4 ステップ4:拡張

(1)段階的拡張:BPテンプレートの各タスクに連携した

実業務部分を,SCPを適用しながら段階自勺に拡張する｡

この拡張は,パッケージソフトウェアの適用や,新規ユ

ーザープログラムの開発,ワークフローの導入などによ

って行う｡

効

BPIソリューションの効果を,組立･製造業用として

の部品調達ソリューションを事例として以下に述べる｡

このソリューションは,SCPを適用して従来月次で行

っていた生産計画を日次で行い,その計画結果を部品調

達業務にリアルタイムで伝えることを特徴とする｡これ

により,在庫を削減してビジネスリードタイムを短縮す

ることをねらう｡SCPには,口立製作所の高速MRPソフ

トウェア"SCPLAN''を採用している｡現行システムでは,

調達管理をSAP社のR/3抑で行っているので,その注文

※1)R/3は,SAPAGの登録商標である｡
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業務設計
4

システム設喜十
12

実装

12

業務設計:3人･月 R/3調査:3人一月 AP開発:2人･月

同詳細化設計:1人･月インテクレーション設計:9人･月 インタフェース処王里開発:10人･月

(a)従来手法によるSCPLAN･R/3連携開発

4.7 8.7人･月

28人･月

(b)BP】ソリューション適用

図5 SCMソリューションの適用効果

BPlソリューションの適用により,工数を約÷に低減した｡

残データベースと在庫管理データベースの情報を

SCPLANに人力する｡そして,SCPLANによって部品所

要量を算出したあとに,その結果をR/3の発注モジュー

ルに伝送し,部品発注処理を行う｡これらのデータ伝送

は異稗システム間で行わjlるので,データ形式の変換が

必要となる｡さらに,製品計‾一郎データベースはUNIXサ

ーバーき■+'上のRDB(RelationalDatabase)にあるため,やは

りデータ変換を施したうえで,SCPLANに入力する必要

がある｡

以上のシステム開発の1二数を,従来手法によってすべ

て手作りで行った場合と,BPIソリューションを適川し

た場合で比較したものを図5に示す｡

この結果によれば,BPIソリューションの適用により,

工数を約÷に低減できることがわかる｡この効果は,

BPテンプレートとデータモデルテンプレートにより,業

務分析とSCPLAN機能の調査が大幅に削減できたことに

よる｡また,アダプタによって連携処押の設計と実装の

⊥数が低減できた効果も人きい｡

おわりに

ここでは,迅速なシステム開発を実現するEAIソリュ

ーションであるBPIについて述べた｡

BPIソリューションによれば,BPテンプレートに従っ

て,連携すべき業務間のマクロな手順を開発することが

できる｡さらに,アプリケーション条件起動やアプリケ

ーション完了検知,データ変換の各アダプタを用いるこ

とにより,既存アプリケーションやパッケージソフトウェ

※2)uNIXは,Ⅹ/Open Company Limitedが独占的にライ

センスしている米国ならびに他の同における登録商標

である｡
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アをそのまま変更することなく組み込んで,各業務内の

ミクロな手順を実現できる｡このため,SCPをはじめと

する計画系パッケージ適輔時のシステム開発を,低工数

かつ短時間で実現することができる｡

したがって,ユーザーは,新業務を実現するシステム

を迅速に立ち上げ,しかも,段階的にシステム拡張を行

うことができる｡また,システムインテグレーションベ

ンダは,対象業務に関する詳細な知識がなくても,BPI

ソリューションの種々のコンテンツを活用することによ

り,システム インテグレーション ビジネスに参入でき

る｡さらに,ソフトウェアベンダは,アダプタ仕様を標

準化することにより,ソフトウェア部品や設計支援ツー

ルのビジネスに参入できる｡
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